
教  科 
 科目 工業情報数理 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

教科名（機械科） 履修学年 １ 学年 

 

目 標 
１．実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、情報技術の進展や事象の数理処理に必要な資質・能力の育成を目指

す。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

第６章 ハードウェア 

1 データの表し方 

2 論理回路の基礎 

3 処理装置の構成と動作 

20 

 

第３章 プログラミングの基礎 

1 プログラム言語 

2 プログラムの作り方 

3 流れ図とアルゴリズム 

第５章 Ｃによるプログラミング 

1 Ｃの特徴 

2 四則演算のプログラム 

3 選択処理 

4 繰り返し処理 

6 関数 

15 

 

 

 

15 

 

 

 

 

第１章 産業社会と情報技術 

1 コンピュータの構成と特徴 

2 情報化の進展と産業社会 

3 情報化社会の権利とモラル 

4 情報のセキュリティ管理 

 

20 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「工業情報数理」実教出版 

副教材： 

令和 5年度 3級 情報技術検定試験 標準

問題集 全国工業高等学校長協会 

自主作成教材（プリント） 

 情報技術の進展や産業界の動向を踏まえ、情報活用やその必要性を考えさせる。 

プログラムに関しては、アルゴリズムを用いて表現し、処理手順を理解させ、コンピュ

ータを活用できる態度を育てる。また数理処理も関連づけて取り扱う。 

各定期試験を通して定着を測る。 

 

 

 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

情報技術を利用した情報の収集・

処理・活用のために、関連する技

術を身に付け説明できる。 

計算技術検定や情報技術検定に

関わる技術を身に付け説明でき

る。 

諸問題を解決するために自ら思

考を深め、解決方法を適切に目

指し処理表現し活用することがで

きる。 

情報技術を活用するために創造

的・実践的、自ら学び、主体的か

つ協働的に取り組む態度を身に

付けている。 

習得する 

（わかる） 

情報技術に関する基礎的な知識

と技術を理解している。 

諸問題の解決を目指して課題を

発見し、解決する力を身に付けて

いる。 

情報技術に関わる基礎的な知識

と技術をもち、協働的に取り組む

態度を身に付けている。 

 

評価方法 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 定期テスト・課題・ノート・授業観察 定期テスト・課題・授業に取り組む

姿勢や意欲（論文・レポートなどの

自主的な取組も含む） 

 



 

単元別 評価規準 

 第６章 ハードウェア 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

2 進数や 16 進数について基礎的内容を

理解しているとともに、関連する技術を身

に付け説明できる。 

基本論理回路を用いて、新たな回路を構

成でき、動作を説明できる。 

１０進数の構成や様々な FFについて違

いを理解しているとともに、活用する方

法も考え、科学的な根拠に基づき結果

を説明し活用できる。 

各数値換算など様々な表現方法の取

扱いや論理回路を構成し応用回路に

する方法などに主体的かつ協働的に

取り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

2 進数と 16 進数について理解し、四則演

算や変換・計算がわかる。 

図記号や論理式、真理値表を理解し基

本論理回路がわかる。 

コンピュータの周辺装置についてわかる。 

10 進数の構成から 2 進数と 16 進数の

構成を説明できる。 

基本論理回路を用いた応用回路を論

理的に考察できる。 

2進数 10進数 16進数などについて関

心がある。 

論理回路や FFに関心がある。 

 

 

第３章 プログラミングの基礎 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

アルゴリズムを組み合わせて応用的なア

ルゴリズムを作成できる。同様に流れ図も

作成でき、説明できる。 

最適なプログラムを記述できるようなア

ルゴリズムと流れ図を表現でき、活用法

も考え、結果を検証し活用できる。 

用途に応じたプログラムの作り方に関

心をもち、主体的かつ意欲的に取り組

む。 

習得する 

（わかる） 

基本的なアルゴリズムや流れ図を作成で

きる。 

機械語、アセンブラ言語、高水準言語

の違いを理解する。 

アルゴリズムと流れ図を描けるように興

味を持つ。 

 

 

第５章 Ｃによるプログラミング 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

データの取り扱いやコードについて理解

し、プログラムを自作できるような技能を

持ち説明できる。 

選択型や繰り返し型プログラムを理解し

出力結果を考察し活用できる。 

作られたプログラムをよりわかりやすく最

適化できる。 

C 言語に限らず Python など様々な言

語に興味関心があり、主体的かつ意

欲的に取り組む。 

習得する 

（わかる） 

一般的な直線型プログラムについて、大

枠を理解できる。 

一般的な直線型プログラムについてど

のような結果が得られるか考察できる。 

配列や関数などについて意欲的に学

習を進められる。 

 

 

第１章 産業社会と情報技術 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

産業界におけるコンピュータの活用状況

を知り、正しく情報を活用できるか理解し

説明できる。 

情報技術の進展に伴い産業社会に及

ぼす影響を思考・判断し活用できる。 

知的財産権について興味関心があり、

主体的かつ意欲的に取り組む。 

習得する 

（わかる） 

情報や情報処理などの用語やコンピュー

タの構成要素、情報を使用する上でのモ

ラルについて理解している。 

 

コンピュータ利用の実態に即して、技術

的対処法を考察できる。 

現代社会ではコンピュータがどのよう

に活用されているか関心がある。 

 

 


